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新式水分乾燥器め構燈と使用法
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　繊維の吸灘性

織物組に使用する繊維は何れも大氣中より多少にかかはらす水分を吸牧する

姓質を有するもので其の量は繊維の性質によつて異るが一般に絹毛等の動物繊

維は木綿、廟等の植物織維｝こ比して吸灘性（Hygroscopici七y）は強いのが普通で

ある。

　今≦武卓乞及催包＄口虹犬態　（tftir　cli’y．　且nd　Sεしbuya七ed　CQnclit，ion）　に方全「〔察氣「おより吸

牧する水分の割合を表すれば（大住氏著絹紡織學によゐ）。
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是れは双察氣申0）灘度の如何にょつても割合を異にするものである、此のこ

霊に關して大住氏は≡次の實縢式を與へておる。

　馬
　　　』　　W畿乾燥繊維に捌するフJx’分σ浦分率

　　　　　　　F＝潔i度丁（掘氏）に於ける察氣の漁度　、　　　　　　　　　，

　　　　　　　A．1篇繊維の種別による叢激ミすれば

　　　　　　　　　　　　　　4
　　　　　　　w＝（A十TB，　］ti）1／：tO‘｝－丁

此の式中の定敷値は次の値を有する。
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　該蜜瞼武は塞氣の滋度40－80％σ）1踊に適用研尋る・　　’

　各繊維の公定水分率

　期の如く各繊維は幾分の水分な含有するもσ）であるが、此0）内絹及び羊毛は

最多く絹織維の如きは30％の漁度を吸牧するも葡表面乾燥せるが如き感を呈す

るものであつて・挙節により叉鮮商の悪手段にょり、フM〕費買をあへてする揚

合もないSは限らないのである、故に費買上水分Llil：を一窯して取引上の公李を

保つ必要があるのである。

　此の一定水分…攣を公慰フK分率（Perm穐ib1C　pcrcen価gc　of　l・egl血01，　repm’　se）

霊云ひ、無水量に公電水分…率によ、り算出し〕ヒ水分量を加へたものを正量’（NOr－

n’ial　Ol・eOndi七ioユLed“retgl1七）ご云ひ、是れを取il順力℃するのである。

　今西暦il97er年伊太利の「チユラン」に開かれ允萬國曾議（工n七ernti’tional　eon－

S・　re　fst　）に於て決議された各公定水分牽は訳の如しである。
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　是が構造o）要部は第二岡1二示せるが如く、内外二個のlsgVjbj（ilmer　Gase　and

｛，u七erひ、呂の（1）及＠）ε上下に作用する風路交換器・（3）S器上左側に装置せる天

秤（4）及び岡右側に位せる豫備乾燥器（5）並びに電氣的自動潟度調節装置（6）を

組合せる電熱器（7）及電動邊風機よりなる。

　総て機の列氣に接する部分は保温装置を施し侮熱氣胴及熱氣管の接合部には

而』熟バツキングを使」目し熱の放醤幻属洩を防ぐ。

　　　　　　　　　　　　　第　　　　　：　　圖
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　木器の特色

　（1）可検物は之を本乾燥室に入るS前に豫備乾燥器に人れ館熱を利用して豫

備乾燥を行ふをもつて熱の蝶濟及操作隠｝間を節減しうる。

　如何なる程度に迄擬作時間を卸減しうるか叉豫備乾燥室に於て何割位迄水分

を除き得るかに關し最i近試験せろ成績を示せば・
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即ち原護1｛二21（i．1瓦の生綜の無水量は193．6瓦であるが豫備乾燥20分後に於て既

に］96．6瓦に減景しナニのである、結局水分量0）

　　　　　　　　’　　　1鋤L鉱獲o（L：恭90
　　　　　　　　　　　　　　／95．6　　　　駒

　約9｛％を豫備乾燥器申にて除去しうる事こなり・本乾燥峙間は串後｛砺｝にて

完了する溺を・得ゐのである6

　（2）興なる：種の金腸の熱に封する膨脹傘の差を利川せゐ、自動2品皮調節装

置を胴ひ、電熱器書適當なる電氣的連i略を有せしめ、ある溜度以上に昇る隅…は

自然に傳導を遽i断しある温度以FFに低下する時は鵜に復して電流を通じ加熱せ

しめる標にしで器内温度を常に所定禦乱度欝三シト度の上下三ノJl至四度に於て終始

せしむるものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t・

　之が原理は第三岡に示す如くであつて該闘（li）は熱に劃する膨脹牽少き金晟

であつて（b）は膨脹寧大なる金騰であるヤ（のは之に附蕃せる金脇片で判二時は左
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霧爾方の金腸片ミ電氣的蓮絡をイ呆つものである・“（SL）は左右の金協片を定堵撫

しめ且つ爾者の電氣的連絡を麺警噺せしむべき樹塀製の定着板であろ。　‘

　　第　三　圏　　　幅流樋するミきは器iXl　o）温度は段嫡ま

　　　　　　　　　　　　　り塒氏130度以ヒに蓬iする時は金騰片儲膨脹し

1　　　α

黛
、

h・1

’調

魏

ドウ　

’1’　　　　てli線の如き位置を取り電道を遮膨1する、而し

　　　　　て器内温度降る時は再び1膨）i長は回復せられて電

　　　　　流を蓮するb如斯して器内温度を自動的に調節

　　　　　する0）である。

　　　　　　（3）風路棄換装置により熱風0）1腫路をi交換し

　　　　　d　　　　　　　汐薗1二するを以つて風流に起因する秤量の誤蕪を

／　　　　　　④天禰第一齢繊・く・・賜陸鍬

が少くないo

　（6）途風は数器を以て一組霊し各組侮に一毫の邊風器を設け各乾燥器織に一

クの風量調節装置及獲熱器を誘受備せるにょり、各器の風量及温度を統一するこ

ごを得る・且つ邊風器より邊出さるる寮氣は一旦充分なる客量を有する察氣溜

に入つて後各器に分配さるるが故に、各器の零氣量比較臼勺李等である。

　使　川怯

　韓燥する揚合

第：二圃に示せる各部の位置1よ珂樵物σ）乾燥中副朧艶メ対ものであつて風路

交換器・（3）は重錘、（14）ミ均衡して上昇し「バスクツト」（8）の下部より心持押

上ける、此の揚合熱氣は糊述の如く風路交換器（3）の内部を通り央にて示す如

∫「バスクット」（8）0）内郎に入り可橡物を乾燥し、通氣「1（P）を経て豫備乾燥峯



　　　　　　　糊剛野の休糊似衡・於肺糖澱蹴て　　　79

（5）に入り｛非氣管（10）に逃れ出る゜

　利撃ll：する揚合

第二二圖に於て先左足先で「ベタ・・」（のを蜘鰯「・バー」（拗の齢せによ

り風路刻熱㈹洲下1ナ樋氣・的姻瀾時に畔K2）内髄％通路は

閉ぢられ熱風は脇髄・澗隙襯線知）加1・走り・瀦鰍器（5）を慰逃

れ出磁に可勲をつり一1・せる削1胸醐金く’e’fl？止・）｝伏齢餉・風流1こ」；　ID

誤差を少なからしむ。

秘撚囎み下けナ・る［べ妙」（1り雑なて幽艮絞燃は麟（1－』）の作

川に依り働的に馴二蹴復嚥風は剛　・！（・）内嚇じ乾剛1撚復赫のであ

る。

麗卵胚子の休眠期以後に於ける

登育遽度に就て　　　　　　．

高橋清七　　北澤周一一　長谷川正雄i
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II。　　壽爬　距強　の　目　的
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　　　　　　　　’1・緒　　　　言

越年纏の儲に於ける催青日雛・綿種により叉蘇蒲度の醐により・

或醗鮒謝畷度㈱瀞時購によ酪磯励り・㈱よ購1纈
最も短く、支獅之れ畝ぎ、附1・1鰍嵌き磁顧するミせられ・搬常

業灘翻木種を枢旧、支那秘を＋畑諏洲秘一1’七「1・）比ミして畷脚勺

に掃立し得る日数霊なしおりナこり。

而し聡卵胚子の鮪も之れ麟｛じて館に継あるもOS・考へられおり


